
和
爾
下
神
社
（
天
理
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
天
理
市
櫟
本
町
２
４
９
０

（
祭
神
）
素
戔
嗚
命
、
大
己
貴
命
、

稲
田
姫
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
櫟
本
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
約

分

（
例
祭
）
７
月

日
「
祇
園
祭
」
、

月

第
２
日
曜
日
「
秋
祭
」

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
約
５
台
・
無
料

（
電
話
）
な
し

和爾下神社拝殿‖天理市櫟本町で

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

川
付
け
替
え
で「
治
道
の
森
」

和
爾
下
神
社
は
、
北
の
横

大
路
(
別
名
業
平
道
)
と
上
ツ

道
の
交
わ
る
天
理
市
櫟
本
町

に
在
り
、
４
世
紀
末
か
ら
５

世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
全

長
１
０
５
㍍
の
前
方
後
円
墳

(
和
爾
下
神
社
古
墳
)
の
後
円

部
上
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
安
後
期
の
古
記

録
「
東
大
寺
要
録
」
で
は
、

神
護
景
雲
３（
７
６
９
）年
、

東
大
寺
領
の

櫟

庄
に
水
を

引
く
た
め
に
、
高
橋
川
（
現

高
瀬
川
）
を
付
け
替
え
し
、

参
道
も
新
し
く
真
っ
す
ぐ
に

改
修
し
た
と
あ
り
、
神
社
が

治
道
の
森
と
呼
ば
れ
た
こ
と

か
ら
、
治
道
宮
と
書
か
れ
た

石
燈
籠
が
現
在
も
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

明
治
初
年
に
平
安
時
代
の

神
社
一
覧
で
あ
る
「
延
喜
式

神
名
帳
」
で
は
、
和
爾
下
神

社
二
座
の
内
の
一
座
で
、
約

３
㌔
㍍
西
の
大
和
郡
山
市
横

田
町
に
あ
る
下
治
道
宮
に
対

し
て
上
治
道
宮
で
あ
る
と
考

証
さ
れ
、
社
名
を
和
爾
下
神

社
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
殿
(
重
文
)
は

檜
皮
葺

の
屋
根
で
、
三
間
社
切
妻

造
の
一
間
向
拝
付
(
正
面
の

柱
間
が
三
つ
あ
り
、
真
ん
中

の
屋
根
が
前
に
伸
び
た
建
築

様
式
）
で
桃
山
時
代
の
装
飾

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
く
は
祭
神
を
櫟
井
臣
・

和
珥
臣
の
祖
神
と
さ
れ
る
孝

昭
天
皇
の
皇
子
・
天
足
彦

国
押
人
命
で
し
た
。
現
在

は
素
戔
嗚
命
で
本
地
が
牛

頭
天
王
で
あ
る
こ
と
か
ら
治

道
天
王
と
も
呼
ば
れ
、
祇
園

祭
の
宵
祭
り
は
、
地
域
行
事

の
円
筒
埴
輪
に
灯
火
が
揺
れ

る
灯
火
会
、
本
祭
り
は
子
ど

も
神
輿
や
演
芸
会
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

齋
藤
惠
千
）


